
Ｉ．はじめに

Crは胞子虫類，アイメリア亜目に属し，人以外に牛，

豚，羊，犬，猫，鶏，ダチョウ，ネズミ等に寄生する人

畜共通の原虫である１）３）２４）．Cr属には多くの種が知ら

れているがヒトへの感染は主に小腸に寄生する小型種

（C.parvum：4.5×５μm：図２）と胃に寄生する大型種

（C.muris：６×８μm：図３）の２種が考えられている５）．

また，近年の遺伝子解析によって我が国のヒトのCr症は

ウシ型，ヒト型及びC.meliagridisのトリ型の３型に分け

られている30）．

Cr症は糞便中に排泄されるオーシストの摂取によって

起こり，５～10日間の潜伏期後，下痢（１日に数回から

20回以上の激しい水様下痢），腹痛，倦怠感，吐き気，

微熱等を呈する．免疫機能が正常な人では放置しても１

～２週間で自然治癒するが，免疫機能が低下しているヒ

ト（AIDS患者、先天性免疫不全患者，臓器移植等の免

疫抑制剤が投与される患者等）では症状が重く，下痢等

＊福祉保健部薬務衛生課

が長期間持続し，致命的となる１）６））．

Cr症は1976年に米国で初めて報告されて以来，世界に

広く知られる様になり，水道水を介して小児から大人に

至る不特定多数の住民に感染を起こす新興の水系感染症

の注目されてきた７）．

一方，我が国では1979年に初めてネコからCrが検出さ

れ，７年後の1986年には人体症例が報告された９）28）．

1990年代前半頃までは日和見感染症や輸入寄生虫症とし

て知られ，それ程問題視されていなかった４）．

しかし，近年，神奈川県や埼玉県で水道水を介しての

集団発生が報告され17）20），水道水を介して感染するCr症

が問題視されるようになった．そして1997年に水道水源

や家畜（牛、豚）のCr調査が初めて全国規模で一斉に行

われ，その結果、一部の県で，1999年以降の調査では浄

水からも検出され，Crによる水道水源や浄水の汚染が明

らかにされた16）22），更に家畜（牛、豚）においても全国

的な調査が行われ、その結果，牛，豚においてもCrの感

染が報告された．牛については小型種（C.parvum）と大

型種（C.muris）の２種の寄生が明らかにされ15），小型種
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要旨：1998年４月～2001年３月に，沖縄本島，伊江島，石垣島，与那国島，宮古島，多良間島で家畜の

Cryptosuporidium （以下Crと略す）感染状況調査を実施した．

Cr は牛と豚から検出されたが，山羊からは検出されなかった．Cr は全部で29件から検出され，その内訳は，牛が28件，

豚が１件であった．検出されたCr は小型種（C.parvum）と大型種（C.muris）の２種類で，小型種は全部で28件，大型

種が１件であった．前者は成牛１件以外は全て仔牛又は子豚から，後者は成牛１件から検出された．検出率は仔牛が

26/851（3.1％），成牛が2/762（0.3％），子豚が1/577（0.2％），母豚が0/100（0.0％）で，成牛より仔牛の方が10倍以上も

高かった．市町村別の検出率は成牛が0.0～0.8％（平均0.3％）に対し，仔牛が0.0～33.3％（平均3.1％）であった．また

４農家における仔牛30頭について生後60日目まで，１頭につき１～５回の検体を採集し，Crの検査を行った結果，Cr は

２農家の生後11日目と16日目の各２頭から検出された．Crが検出された仔牛は４頭中３頭が１農家で飼育されたもので

あった．更に伊江島，石垣島，与那国島，多良間島の４島で生後11～38日令の仔牛を対象に検査を行った結果，多良間

島以外の３島でCr が検出された．Cr検出率は18.5～33.3％であった．更に１ｹ月令未満牛が飼育されている農家では，伊

江島で７農家中４農家（57.1％）から，石垣島では11農場中５農場（45.5％）からCrが確認され，Cr感染牛が飼育され

ている農家又は農場ではCrによる汚染度が高くなる傾向が見られた．
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は全て１ｹ月未満の牛から，大型種は１ｹ月以上の牛のみ

から検出され，両種の感染の違いが報告された．豚につ

いての詳細は明らかにされていない15）．これまで本県で

は牛や豚からは１件も検出例はない11）．

著者らはこれまで本県において家畜からの報告例がな

いことから1998年４月～2001年３月にかけて，本県にお

ける家畜のCrの感染実態を把握するために家畜を対象に

疫学的調査を実施したので，その結果について報告す

る。

ＩＩ．材料及び方法

１．調査地

図１に示す様に沖縄本島北部の大宜味村，国頭村，伊

江村，本島中部の具志川市，八重山群島の与那国町，石

垣市，宮古群島の多良間村，宮古島の平良市，城辺町の

計３市２町４村である．

２．対象家畜及び農家又は農場

a 牛は具志川市の天願川周辺で飼育している10繁殖農

家，国頭村ではＡ牧場から預託され，飼育している２繁

殖農場，伊江島では繁殖業を営んでいる11農家である．

八重山郡島では与那国島１ｹ所，石垣島11ｹ所の繁殖農場，

宮古群島では同じくＡ牧場から預託されいる多良間島１

ｹ所，宮古島の平良市，城辺町の各１ｹ所の繁殖農場の計

38ｹ所である．

s 豚は具志川市の天願川周辺の繁殖，肥育，一貫の10

農家である．大宜味村では大保川流域でN企業によって

預託され，３～６ｹ月令を肥育している８養豚場である．

国頭村ではN企業から預託されている２繁殖農場の計20

ｹ所である．

d 山羊は伊江島の31農家である．

２．便の採集

a 伊江島，石垣島，多良間島，与那国島の４島では生

後２～60日令の仔牛を対象に，１農家又は農場当たり１

～25頭の直腸便を約５ｇ採集した．

s 成牛の便は国頭村では直腸便を，他の市町村では

各々の成牛が排泄した便を約５ｇ採集した．

d 仔牛の月令毎の便は排泄された糞塊を肉眼的に色，

形状等が識別できる各々の糞塊から約５ｇ採集した．

f 豚の便は１豚房当たり５検体を目安に約５ｇ採集し

た．

g 山羊の便は１検体当たり３～５個の糞塊を採集し

た．

３．輸送及び保存

a 具志川市，大宜味村，国頭村の牛，豚，伊江島の山

羊から採集した便はクーラーボックス内で保管し，翌日

２％重クロム酸カリ液10ｍｌを注入した保存瓶に糞便量

を約５ｇを入れ，冷蔵保存した．

s 伊江島，石垣島，与那国島，宮古島，多良間島の牛

の便は予め用意した２％重クロム酸カリ液10ml入りの瓶

に約５ｇを採集し，冷蔵保存した．

d 検体は２週間～３ｹ月冷蔵保存後、十分に撹拌して，

２～４枚のガーゼで濾過し，濾液が20mlに達する程度に

２％重クロム酸カリ液を加え，冷蔵保存した．

４．検査

a 冷蔵保存された検体から約５mlを10mlの丸底スピｯ

ツ管に取り，2,000rpmで５分間遠心を行い，上清を棄て，

沈さに５mlの蔗糖液（サッカロース500ｇに水650mlを

加え，比重1.2にした溶液）を加え，ミキサーで15秒撹

拌後，更に約５mlの蔗糖液を加え，30秒間撹拌後，

2,000rpmで５分間遠心を行った．

s スピッツ管の液面をエーゼでスライドグラス上に２

～５回採り，カバーグラスを載せて，位相差顕微鏡

（600倍）で検索し，微分緩衝顕微鏡で確認した．

d 100視野を検鏡し，Crオーシストが確認できたのは

陽性とし，検出できなかったものは陰性とした．

ＩＩＩ．結　果

１．家畜からのCrの検出状況

家畜からのCrの検査は表１に示す様に９市町村から集

めた牛，豚，山羊について行った．Crは牛と豚から検出

されたが，山羊からは検出されなかった．牛においてCr

は成牛と仔牛から検出され，前者は国頭村と石垣市で，

後者は国頭村，伊江村，石垣市，与那国町で検出された．
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検出率は成牛の糞塊が0.3～0.8％（合計0.3％）に対し，

仔牛では0.0～25.0％（合計3.1％）で，仔牛の糞塊から

の検出率は成牛の10倍以上であった．

豚は１市２村で677糞塊の検査を行ったが，Crは具志

川市の仔豚の１糞塊のみから検出された．

Crは図２，３に示す様にオーシストの大きさが６×８

μmの大型種(C.muris)と4.5×５μmの小型種(C.parvum)

の２種が検出された．大型種は石垣市の成牛から検出さ

れただけで，他は全て小型種であった．

２．仔牛の月令別検出状況

石垣島の11農場，多良間島の１農場を対象に表２に示

す様に仔牛の月令を５区分に分け，各々の区分牛舎から

糞塊を採集し，Crの検査を行った．その結果，Crは12農

場中４農場(33.3％）から検出された．Crは１ｹ月未満の

仔牛が群飼されている糞塊のみから検出され，２ｹ月令

以上の仔牛が群飼されている牛舎からは検出する事がで

きなかった．仔牛の１ｹ月未満の群飼では９農場中４農

場（44.4％）からCrが検出され，検出率は18.2～30.0％

（平均21.6％）であった．１ｹ月未満乃至１～２乃至３ｹ

月令では９農場中３農場(33.3％)から検出され，検出率

は10.0～20.0％（平均13.7％）であった．

３．日令別に見た仔牛からのCr検出状況

伊江島の４農家で飼育されている仔牛30頭について生

後１日目から60日目まで１頭につき１回～５回の検査を

行った．その結果，Crは図４に示す様に生後11～16日令

の仔牛４頭から検出されたが，生後10日令以前と17日令

以降の仔牛からは１頭も検出されなかった．Crが検出さ

れたのは４農家中２農家であった．２農家でのCrの検出

は仔牛２頭中１頭（50.0％）と８頭中３頭（37.5％）で

あった．即ち仔牛へのCrの感染は生後２週間前後に集中

し，その他の日令層にはCrの保有牛は殆ど見る事ができ

なかった．

４．生後1ｹ月令の仔牛におけるCr感染状況

生後11～38日令の仔牛を対象に石垣島で11農場，伊江

村で７農家，多良間村・与那国町で１農場を対象に，１

農家又は農場当たり１～25頭の直腸便を採集した結果を

表３に示す．Crは４島中３島（75.0％）で検出され，島

嶼別による検出率は0.0～33.3％（平均20.5％）であった．

特に石垣島では11農場中５農場（45.5％）から，伊江村
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図２　仔牛から検出されたCrの小型種（C.parvum）

図３　成牛から検出されたCrの大型種（C.muris）

表１　家畜からのCr検出状況



では７農家中４農家（57.1％）からCrが検出された．１

農家又は１農場当たりの検出率は石垣島が0.0～66.7％

（平均18.5％），伊江島が0.0～100％（平均27.3％），与那

国町が33.3％であった．
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表２　仔牛（月令別）による糞塊からのCrの検出状況

図４　仔牛の生後日数とクリプトスポリジウムの検出状況

＊印は未調査



５．月令別に見た豚の糞塊からのCrの検出状況

国頭村，具志川市，大宜味村の３村で飼育されている

豚について月令別にCrの検出状況を表４に示す．国頭村

では２ｹ月令未満と母豚，具志川市では１ｹ月令未満～6ｹ

月令以上の子豚と母豚，大宜味村では３～６ｹ月令以上

ＩＶ．考　察

我が国では1996年の水道水を介したCr症の集団発生を

機に開催された厚生省健康危機管理調整会議（1997年10

月８日）でCr等の原虫類総合対策等が強化・決定され，

我が国で初めて行政的な調査が開始された34）．その結果，

水道水源や浄水等からCrが検出され，我が国においても

Crによって汚染された水道水源が決して少なくないこと

が明らかにされた16）22）．本県でも県企業局や環境科学セ

ンター等の検査によって水道水源や簡易水道水からCrが

検出され，水道水を介した感染の危険性が存在すること

が明らかにされた．本県ではこれまでCr症の発生報告は

１例もないが，感染防止には留意を要する．また，我が

国ではCr排泄源動物として牛と豚が重要視され，これま

でに各都道府県の家畜保健衛生所が行った調査に基い

て，我が国の牛や豚にCrの感染が報告されているが15），

同調査では，本県の牛や豚からは１頭も確認されない１１）．

しかし，1998年４月～2001年３月までの著者らの調査に

よって，本県で飼育されている牛と豚からCrのオーシス

トが検出され，本県にもCrの保有動物が存在することが

初めて確認された．また本県にも小型種と大型種の２種

類のCrが存在することが確認され，前者は仔牛，成牛，

仔豚等28頭から，後者は石垣島の成牛１頭のみから検出

された．従って，本県にはCrの大型種と小型種の２種が

浸淫するが，大型種の浸淫は小型種に比して非常に少な

いことが示唆された．Crの大型種は従来，牛とネズミか

－39－

の仔豚の糞塊を採集し，Crの検査を行った．その結果，

具志川市の１ｹ月令未満仔豚群の15糞塊中１糞塊（3.6％）

からCrが検出されたのみで，他の月令層の仔豚や母豚の

糞塊からは１個も検出できなかった．

＊
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ら検出されるC.muris と同一種とされていたが，近年の

研究によって牛とネズミから検出される大型種は別種で

あると訂正されたことから14），今回，牛から検出された

大型種はC.abdersoni とした．

一方，小型種は国頭村，伊江村，八重山郡島の牛及び

具志川市の豚から検出され，同種は本県においても広範

囲に亘って浸淫している事が示唆された．同種の牛への

感染は，生後１ｹ月令未満においてはUga et al12）の報告

と同様に高率に感染していることが確認された．また生

後１ｹ月令未満牛が飼育されている農家或いは農場では，

40％前後の農家或いは農場でCrが検出され，生後１ｹ月

未満牛が飼育されている農家又は農場では，Crによって

高率に汚染されている事が示唆された．しかし，本県の

主畜産業である豚からの小型種の検出は具志川市の１ｹ

月令未満の１頭のみで，十分の浸淫の実態を把握するこ

とができず，今後，更に調査を行って行く必要がある．

一方，我が国では，屠場に搬入される家畜の調査が７

県で行われた．Crは調査した全ての県で確認され，検出

率が0.3～6.4％（平均2.5％）で，牛には小型種と大型種

の感染が報告され，豚には小型種が，鶏には両種とは違

う種名不明のCrが報告され，それぞれの都道府県におけ

る家畜へのCrの感染実態が明らかにされている19）21）25）

26）27）28）29）31）32）33）．しかし，本県では屠畜場へ搬入され

る家畜へのCr感染状況についての調査はなく、屠畜場か

ら排出される排水の汚染実態を把握するには、今後の調

査が必要である．

その他に愛知県では屠場周辺で捕獲されたネズミと動

物保護管理センターへ搬入されたネコ（１ｹ月令～３歳

令）からも小型種が検出され，小型種の感染は幅広い動

物相で確認されている27）33）．仔牛や仔豚が飼育されてい

る農場では，牛が生後２週間前後に，豚が離乳１～３ｹ

月前後にCrの感染率が高くなることが明らかにされ10）

12），牛では生後１ｹ月後にはCrのオーシストの排泄が減

少する事も報告されている12）．

屠畜場でCrの大型種が検出される牧場では，14.3～

28.6％（平均19.0％）の感染率が明らかにされており19），

Crを保有する家畜が飼育される畜舎や牧場では，土壌が

Crによって汚染され，完全に除去しない限り，常にCrに

感染した家畜を生産していくことが推察される．

従って，我が国では1999年４月１日から施行された

「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する

法律」でCr症は４類感染症の全数把握疾患に位置づけら

れ，Cr症の患者は全て届け出の義務が課された疾患とな

っている．我が国ではCr症は2001年５月までに13例（国

外感染８例、国内感染５例）が報告されているが18），Cr

症は「わずか数十個のオーシスト摂取」によっても発症

すると言われており６），Crのオーシストがヒトと生活圏

を共有する家畜，ペット，ネズミ等から検出される現状

では，今後，感染者が増えるものと思われる．本県では

水道水源である天願川からCrのオーシストが検出されて

いる．現在のところ同地域の子豚１頭のみから小型種が

検出されただけであるが，同地域にはCrの感染リスクの

高い牛の繁殖農家或いは一貫農家が33戸，豚の繁殖農家

或いは一貫農家が23戸も存在することから，牛、豚の飼

育農家は糞尿の管理を十分に行い，天願川の水質保全の

ためにも畜舎排水には留意を要する．2000年６月には家

畜が殆ど飼育されていない本島北部の簡易水道水からCr

の小型種が検出されており，簡易水道の安全確保のため

の監視体制の強化が必要と思われる．

Ⅴ．まとめ

1998年４月から2001年３月までの間に牛，豚，山羊を

対象に沖縄本島北部（国頭村，大宜味村，伊江村），本

島中部（具志川市），宮古群島（平良市，城辺町，多良

間村），八重山群島（石垣市，与那国町）でCrの疫学的

調査を実施した．結果は下記の通りであった．

１．家畜の糞塊からのCr検出率は牛：28/1,603(1.7％)，

豚：1/677(0.1％)で、山羊：0/128(0.0％)であった．

２．牛の糞塊からのCr検出率は仔牛：26/851(3.1％)，成

牛：2/851(0.3％)であった．Crは大型種と小型種の

２種が計28個体から検出され，その内，27個体は小

型種で大型種は成牛１個体のみからの検出であっ

た．

３．仔牛の糞塊からのCrの検出は全て１ｹ月令未満の飼

育群からであった．

４．１ｹ月令未満仔牛のCr感染率は石垣島で０～66.7％

（平均18.5％），伊江島で０～100％（平均27.3％），

与那国島で33.3％となり，宮古群島では１頭も検出

できなかった．

５．１ｹ月令未満牛にCrの感染が見られる伊江島では７

農家中３農家（42.9％）から，石垣島では11農場中

５農場（45.5％）の牛舎からCrが検出された．

６．伊江島の４農家で飼育されている30頭の仔牛につい

て生後１～60日令までの期間、各々の仔牛から１～

５回検体を採集し，延べ63回の検査を行った結果，

２農家の４頭からCrが検出された．それぞれの農家

のCrの検出率は２頭中１頭（50.0％）と８頭中３頭

（37.5％）であった．Crが検出された仔牛の生後日
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令は11日令が２頭，16日令が２頭であった．

７．豚からのCrの検出は具志川市の１ｹ月令未満１糞塊

からであった．
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